
指導教員等の指名についての原則 

 

岩手大学大学院連合農学研究科の指導教員等の指名については、次のことを原則とする。 

第１ 指導教員の指名の原則 

１ 指導教員は、代議員会において選考し、研究科教授会の承認を得る。 

２ 主指導教員は、学生の志望を考慮して決める。 

３ 副指導教員のうち１人（第一副指導教員）は、主指導教員の所属する構成大学の有資格教

員をもって充てる。他の１人（第二副指導教員）は、主指導教員の所属する大学以外の構成

大学の有資格教員をもって充てる。 

なお、連携大学院の客員教員が主指導教員になる場合は、岩手大学以外の構成大学の有資格

教員をもって、副指導教員２人を充てることができる。 

 また、岩手大学以外の構成大学の有資格教員が主指導教員になる場合でも、第一副指導教員

として連携大学院の客員教員を充てることができる。この場合、第二副指導教員として連携大

学院の客員教員を充てることができない。 

４ 副指導教員は、主指導教員が研究指導上必要と認めた場合は、他の専攻の教員を充てる

ことができる。 

第２ 指導教員を補助する教員の指名の原則 

１ 補助教員になれる者は、副指導教員資格を持たない助教とする。 

２ 補助教員は、学生１人について１人とする。 

３ 主指導教員が所属する修士講座に助教がいる場合は、その者を指名することができる。 

４ 前項に規定する助教がいない場合及び主指導教員が複数の学生を指導する場合は、主指導

教員の所属する構成大学の助教の中から学生の志望に関連して主指導教員が指導上特に適

任と認めた者をその者の所属する修士講座の了承を得て指名することができる。 

５ 研究科長補佐は、岩手大学農学部の助教を指名することができる。 

６ 主指導教員の所属する構成大学に第２項及び第３項に規定する助教がいない場合は、空席

とする。 

第３ デュアルディグリープログラム学生の指導教員の指名の原則 

１ 指導教員は、上記の指導教員の他、協定書に基づき、協定校に所属する大学の岩手大学大

学院連合農学研究科有資格予定教員をもって充てる。 

 

雑則 この原則に定めるもののほか、他指導教員等の指名に関し必要な事項は、代議員会の議

を経て研究科長が定める。 

 

平成１６年４月１日適用 

平成１９年４月１日適用 

附 則 



  この原則は、平成２３年１月７日から施行し、平成２２年１０月１日から適用する。 

附 則 

  この原則は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

この原則は、平成２６年１０月１日から施行する。 

 


